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6/29 第15回さくらんぼ大会　ロング・リベンジザナイト
M70A　1位　小幡 昭次

7/6  霧ヶ峰ロゲイニング 2014
3時間ソロ女子　1位　藤 未加子 
5時間男子　　　6位　角岡 明 （＋小野田 剛太）
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7/12 チャレンジ！ナビゲーション 2014 （稲荷山公園）
P-O　4位　長柄 久光  

7/20 留年練習会 （勢子辻）
daburu（距離12.1ｋｍで 1位でも 2：14：42！という コース）
　　14位　 前田 裕太　2：52：06　　　　22位　牧 宏優　3：19：28
　　 DISQ　星 美沙　　　　　DISQ　角岡 明

8/17  パークOツアー  in 関西 2014 奈良大会
MA-FA　9位　前田 裕太　　23位　稲葉 英雄

8/24　2014 JOA合宿・学連合宿
LONG 　18位　角岡 明

8/31  岡崎OL協会 平成26年度 第2回教室教室 & 練習会 （岡崎南公園）
AL　2位　前田 裕太　　5位　角岡 明　　6位　樽見 典明　　15位　桑山 実
　　16位　内藤ヒロオ　　21位　小幡 昭次　　23位　三井 由美
AS　2位　樽見 典明　　4位　角岡 明　　14位　桑山 実　　18位　小幡 昭次
　　19位　三井 由美　　27位　内藤ヒロオ

初級　2位　角岡 明

MA　5位　富永 健　　7位　樽見 典明　　参考　角岡 明

MS　9位　桑山 朋巳

MV　9位　小幡 昭次　　DISQ　永井 昇 N　参考　角岡 明

9/7　名古屋パークO　（昭和の森） 蜂の襲撃があり 競技不成立

大会成績



9/14　クラブ7人リレー 2014 in 蓼科・北八ヶ岳自然学校
クラブ7人リレー

DISQ　三河OLC－A

1走　樽見 典明　　2走　田村 洋一　　3走　長柄 久光　　4走　薮田能登美
5走　加地 沙綾子　　6走　薮田 隆俊　　7走　角岡 明

＊1カ所不通過があり失格。ちなみに127チーム中29チームが失格でした。リレーを完走するのは大変ですよね。

他に三河OLC以外のチームとして参加された人は
DISQ　ゆるゆるぽよよん 2走　星 美沙　　4走　藤 未加子
4位　名椙選抜　　6走　牧 宏優（33：08）
オープン　瑞穂で走る会　3走　樽見 典明
オープン　名大余り者　6走　牧 宏優（45：41）

← 牧選手は走り終えた10分後にオープンチームで同じ　
　 コースを走り、下のようなタイムでした。

ベテランリレー
5位　三河OLC－V 

1走　稲葉 英雄　　2走　内藤ヒロオ　　3走　小幡昭次　　4走　永井 昇

AチームとVチームの11人 そして未来の女子エリート

9/15　蓼科・北八ヶ岳ロゲイニング（6時間）
総合（参加50チーム）

24位（混合8位）いのがら組（長柄&お友達）　
35位（男子シニア2位）三河のオジサン（内藤&小幡）

ロゲイニング62番の通過証明写真

9/20　第8回 名椙大会１日目（新城市作手）
ME　競技不成立   牧 宏優 

WE　8位　加地 沙綾子
M35A　2位　河合 芳尚　　3位　角岡 明
M50A　1位　稲葉 英雄



　9/21　第8回 名椙大会２日目（新城市作手）

リレー
ME　2位　名古屋大学A　1走　牧 宏優

3位　名大OL部34期　2走　堀江 悟
6位　三河OLC－A　1走　前田 裕太　2走　角岡 明　　3走　樽見 典明

個人
M65A　1位　小幡 昭次 MB　3位　杉森 憲文

大会参加報告

9/15　蓼科・北八ヶ岳ロゲイニング（6時間）

　7人リレーの翌日、同じ会場を舞台にして行われたロゲイニングに参加してきましたので
報告いたします。
　ロゲイニング（ロゲイン）というのはスコアオリエンテーリングの規模を大きくしただ
けのような競技です。今回は制限時間6時間で行われましたが、そうなると行動範囲も広大
となり、個人での競技だと事故などが起きた時にその対応が難しくなります。そこで一般
に制限時間が3時間を超えるような大会では個人での参加を認めていません。つまりチーム
競技であるという点がスコアオリエンテーリングとの一番の違いでしょうか。また、最近
ではコントロールにフラッグもパンチも置かずに、コントロール位置でメンバーの写った
写真を撮ってくるという「フォトロゲ」という形式が流行っています。今回もその形式で
したが、これはフラッグなどの設置と撤収の手間がいらず、盗難などの心配もない、運営
側にはとても有難いものです。フォトロゲはフラッグを置き難い街なかでも行える点も長
所ですね。
　さて、小幡さんとペアで大会に参加したのは実は今回で3回目でした。2011年にはこの
大会で男子総合3位（男子シニア1位）という好成績ではあったものの、その翌年に富士山
麓で行われた大会では制限時間6時間のところを3時間近くもオーバーしてしまいました。
その反省から今回は、（1）制限時間内に戻ってこられなくなるようなところまで行かな
い、（2）終盤に失速する可能性も考えて余裕のある計画をたてる、という基本方針となり
ました。最後まで普通に歩けるようなペースで行きましょうということでもあります。最
近は2人とも体力に自信がなくなってきていますので、順位は度外視で「制限時間内にフィ
ニッシュ」を目標にしました。
　フィニッシュした時にはまだ制限時間まで17分位残っていました。自分一人だったらも
う1つくらい取りに行ってたに違いありませんけど、その結果、制限時間をオーバーして大
減点をくらっていたかもしれません。ただ、何日も経った今になって、やはり多少無理を
したくらいに頑張ってないと達成感が不足気味だなという気がします。体力のギリギリま
で攻めてみたい気持ちがあります。6時間のうち5時間30分はチームで山の中で競技し、最
後の30分だけ会場近くのエリアで個人に分かれて競技するというようなスタイルにした
ら、各個人が完全燃焼できて、かつ、安全面でも問題ないようになると思うのですけど
ね。
　この大会ではGPSや高度計の使用も許可されていました。この大会は道しか通ってはい
けないルールでしたので地図とコンパスだけで十分な気がしましたけど、一度だけGPSの
高度計を活用しました。それは101番を取りに行った時のこと。ポイントに気付かずに通
り過ぎてだいぶ進んでしまったのです。小幡さんは「まだなんじゃないの」という意見で
したけど、GPSで高度を見たら30ｍくらい登りすぎてる感じ。高度の30ｍはGPSの誤差の
範囲内ですが、2台持ってたのが2台とも同じ数値だったのでGPSを信用して戻ったら正解
でした。
　もう一つGPSの効用がありました。それは家に帰ってからのことですが、家でGPSの軌跡
を地図に合わせたところ、出戻りの64番のところまで軌跡が届いていない事が分かったの
です。最初はコントロール位置を示す円の位置の方ががずれているのだと思いましたが、



念のために、写してきた写真をチェックしてみたら標識に書いてある文字が違っていまし
た。手前に似たような標識があったので勘違いしてそこだと思い込んでしまったのです。
通過証明として撮ってきた写真はフィニッシュ後に他のチームの人にチェックを受けるの
ですが、ケータイの小さい画面ですし、明るい野外では画面が見難いので標識の文字まで
しっかりチェックはできません。基本的に相手が行ってきたと言えばそれを信用すること
になります。同じミスは他のチームでも起きていた可能性があります。というように、こ
のような事もGPSのおかげで気付くことが出来るというわけです。

スタートとフィニッシュは7人リレーの会場と同じ（ルートの南西角）　　反時計回りに回りました

101番でのミス

コントロールから少し南に行ったと
ころに近道の分岐があったはずなの
だが距離感がないまま見逃した

64番まで行っていない

柱には雨池山展望台とあ
るのだが左方向の地名に
雨池山とある

コントロールは30ヶ所で最高は151点、最低は31点。
コントロール地点に近づいたらこの写真のもの見つけ出
し、そこで撮影者以外のメンバーを写す。
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